
 

 

「つ
い
に
こ
こ
ま
で
来
た 

っ
て
感
じ
で
す
ね
」
と

キ
ャ
プ
テ
ン
の
岩
政 

が
喜
び
を
か
み
し
め

る
。
決
定
力
、
タ
レ
ン
ト
不
足
な
ど
連

覇
を
疑
問
視
さ
れ
て
き
た
イ
レ
ブ
ン

が
つ
い
に
決
勝
の
舞
台
に
立
つ
権
利

を
手
に
入
れ
た
。 

試
合
は
開
始
早
々
に
動
い
た
。
開
始

５
分
、
前
田
が
快
速
を
飛
ば
し
右
サ
イ

ド
を
突
破
。
な
か
で
待
っ
て
い
た
山
崎

に
ピ
タ
リ
と
あ
わ
せ
先
制
。
今
大
会
で

何
度
か
見
ら
れ
た
前
田
＆
山
崎
コ
ン

ビ
で
幸
先
良
く
先
制
。
し
か
し
、
「
予

想
以
上
に
モ
ロ
ッ
コ
は
技
術
が
あ
っ

て
戸
惑
っ
た
」
と
試
合
後
選
手
た
ち
が

語
っ
た
よ
う
に
中
盤
で
な
か
な
か
ボ

ー
ル
を
支
配
す
る
こ
と
が
出
来
ず
苦

し
む
。
そ
の
な
か
で
も
「
決
定
力
不
足

と
か
騒
が
れ
て
た
ん
で
有
三
と
二
人

で
絶
対
に
点
を
取
っ
て
や
ろ
う
と
言

っ
て
い
た
」
（
山
崎
）
と
言
う
よ
う
に

田
代
＆
山
崎
が
奮
起
。
モ
ロ
ッ
コ
ゴ
ー

ル
に
迫
る
。 

だ
が
、
や
は
り
ボ
ー
ル
が
支
配
で
き

ず
苦
し
む
日
本
は
決
定
的
な
ピ
ン
チ

を
幾
度
も
む
か
え
る
。
し
か
し
、
こ
こ

は
塩
田
の
攻
守
な
ど
で
耐
え
る
。
後

半
、
さ
す
が
に
疲
れ
の
見
え
て
き
た
モ

ロ
ッ
コ
。
プ
レ
ス
が
甘
く
な
り
中
後
も

持
ち
前
の
パ
ス
が
つ
な
が
る
よ
う
に

な
る
。
そ
し
て
、
耐
え
に
耐
え
た
日
本

は
88
分
、
田
代
か
ら
の
パ
ス
を
受
け

た
山
崎
が
冷
静
に
決
め
待
望
の
追
加

点
。
さ
ら
に
ロ
ス
タ
イ
ム
に
は
堀
が
だ

め
押
し
の
３
点
目
。
モ
ロ
ッ
コ
を
終
盤

に
来
て
突
き
放
す
。
こ
の
後
、
河
端
が

こ
の
日
２
枚
目
の
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド

を
も
ら
い
退
場
に
。
し
か
し
、
最
後
ま

で
集
中
力
を
切
ら
さ
な
か
っ
た
日
本

は
モ
ロ
ッ
コ
の
最
後
の
猛
攻
に
耐
え

タ
イ
ム
ア
ッ
プ
。
日
本
は
２
大
会
連
続

の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を
決
め

た
。 西

田
監
督
は
「
実
感
が
沸
か
な
い
。

成
長
し
な
が
ら
よ
う
や
く
こ
こ
ま
で

来
た
と
い
う
感
じ
」
と
語
っ
た
。
決
勝

に
向
け
岩
政
は
「
チ
ー
ム
で
今
ま
で
や

っ
た
こ
と
を
す
べ
て
だ
し
て
最
高
の

喜
び
を
味
わ
い
た
い
」
と
語
っ
た
。
決

定
力
、
タ
レ
ン
ト
不
足
な
ど
連
覇
を
疑

問
視
さ
れ
て
き
た
イ
レ
ブ
ン
が
最
高

の
喜
び
を
味
わ
う
ま
で
残
り
一
試
合

8 月 28 日 19:00    テグ市民運動場 

３( )０ モロッコ 
得点者(アシスト) 

【日】5 分:山崎雅人（前田雅文） 

【日】88 分:山崎雅人（田代有三） 

【日】89 分:堀健人（村山祐介） 

M O R O C C O  

GK⑯モウタサディク 
DF②ティル・ジャラル

DF④アラオウィ・マダギリ

DF⑤ネジミ・マメド

DF⑱アラ・ハッサン

MF⑦ベンタフリット 
MF⑧ケラジ 
MF⑳ラオウニ・バルダ

FW⑨エリレッチ 
FW⑪ムラベス 
(79分⑥チュッポ・ハメムド)
FW⑭モウグリ 
(66 分⑫エルムトウニ) 
 

 

警告(C)／退場(S) 
【日】22分:河端和哉(C)､39分:村山祐介(C)､

52分:前田雅文(C)､90分:河端和哉(C) 

【モ】28 分:エリレッチェ(C)、 

ＪＡ ＰＡ Ｎ 

GK①塩田仁史(4) 
DF②村山祐介(4) 
DF⑬江添健太郎(3) 
DF⑤岩政大樹(4) 
DF④戸川健太(4) 
MF⑦中後雅喜(3) 
MF⑥保坂一成(3) 
MF⑪堀 健人(3) 
MF⑯前田雅文(3) 
(74 分⑲原一樹(1)) 
FW⑩山崎雅人(4) 
(88 分⑭兵働昭弘(3)) 
FW⑨田代有三(4) 

M A N A G E R 

西田裕之 

[シュート]9:20[枠内シュート]4:5[決定機]５:4 

[CK]3:2[PK]0:0 [OS]5:1[ファール]23：10 

[主審]エスファタハニアン(イラン)[観衆]約 1500人 

※上記データは全て左側の数字が日本。枠内シ

ュート、決定機は本誌記者による記録です。 

２－０ 
１－０ 日本 

◆試合後選手コメント◆ 

前田の突破は日本の大きな

武器となっていた。アシス

トも見事だった 
 

この試合で退場してしまっ

た河端（左）。残念ながら決

勝の舞台には立つことは出

来なくなった 

「あっちのシュートの下手

さに助けられた」と試合後

にしだ監督は語ったが、そ

れでも守備陣は粘り強く、

集中を切らさず戦った 

３点目を決め喜びを爆

発させる堀。得点は「ム

ラさん（村山）にボール

が入った時点で狙って

いました」と語った 

ペンタフリット（右）

を中心としたモロッ

コの中盤は非常に巧

みだった。中後（左）

も手を焼いた 
 

西田裕之監督 
本当に成長しながらよくここまできたなという感じで

す。ホッとしたというのが本音ですかね。でも、せっか

くここまできたのだから輝きのいいメダルを獲って帰り

たいと思います。チームはまだまだ成長段階。まだまだ

良くなると思いますよ。ただ決勝もいい試合をしてくれ

ると思います。今日は危ないシーンもありましたけどあ

っちのシュートの下手さに助けられました（笑）。それに

センターバックとキーパーできちっと最後止めていた。

攻撃に関しては苦しい時間帯に落ち着いて決めてくれま

した。そのへんが選手達のすごいところでしょう。選手

達も決勝はイタリアということで思い切ってやってくれ

るでしょう。決勝はユニバ最後の試合を楽しみたいと思

います。 

岩政大樹主将(東京学芸大学) 
ついにここまできたなというかんじですかね。苦しい

試合をものにしたので充実感もありますし。モロッコは

思った以上に技術があって戸惑ったんですけど、過去に

もこんな戦いをしてたんで辛抱強く守ろうといったらそ

の経験が活きたのかしっかり守れましたね。今のところ

筋書き通りにきていて、なにより今大会にはいって自分

自身もチームも楽しんで出来てしるので最後も楽しみた

いと思います。（対戦相手はイタリアですが？）僕は昔か

らイタリアのサッカーが好きなので対戦相手としてはベ

ストだと思いますよ。決勝はチームで今までやったこと

をすべて出して個人としてもいろんなことにチャレンジ

してみんなで最高の喜びを味わいたいと思います。 


